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昭和40年3月
昭和42年3月
昭和42年4月～45年6月
昭和45年7月～47年10月
昭和47年6月～52年6月
昭和52年6月～57年3月
昭和57年4月～62年3月
昭和58年4月～59年3月
昭和58年4月～62年7月
昭和58年7月
～平成4年3月
昭和59年4月
昭和63年4月
平成4年9月～6年2月
平成6年4月
平成9年4月
平成14年1月～3月
青山学院大学経済学部卒業
アジア・アフリカ語学院インドネシア語学科
卒業
アジア…アフリカ語学事務局勤務
インドネシア大学文学部インドネシア語学科
留学
ジャカルタ日本文化短期大学日本語講師
インドネシア国営放送局日本語放送専任ス
SS^E
アジア…アフリカ語学院インドネシア語非常
勤講師
亜細亜大学インドネシア語非常勤講師
国立国語研究所「母語別学習辞典…インドネ
シア語」編纂・校閲委員
NHK国際局「ラジオジャパン」インドネシ
ア語放送担当
亜細亜大学アジア研究所専任講師
亜細亜大学アジア研究所助教授
インドネシア大学大学院博士課程(言語学)
単位取得
亜細亜大学国際関係学部助教授
亜細亜大学国際関係学部教授
インドネシア大学大学院日本地域研究科客員
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教授
平成14年4月-18年3月　　亜細亜大学国際関係学部学部長
平成18年5月～　　　　　　文部科学省大学設置・学校法人審議会専門委
貞(大学設置分科会)
主たる業績
(論文)
昭和60年12月　「インドネシアにおける親族呼称をめぐって～インドネシ
ア語,アチェ童,バタック語およびミナンカバゥ語の場合～」 『亜細亜大
学アジア研究所紀要』第12号
昭和61年12月「イ-/ドネシ7人の名前」 『亜細亜大学アジア研究所紀要』
第13号
昭和62年12月「インドネシア語における敬語としての呼称」 『亜細亜大学
アジア研究所紀要』第14号
昭和63年12月「多言語国家パプアニューギニアの共通語-トク・ピシン
の発達とその可能性」 『亜細亜大学アジア研究所紀要』第15号
平成3年11月「世代間家族関係の変容-インドネシアのスンダ地域の事例」
『亜細亜大学アジア研究所紀要』第18号
平成9年3月「あいさつ定型表現をめぐる日本とインドネシアの比較」 『ア
ジアの伝統と多様性に関する研究(2)』アジア研究所研究プロジェクト報
告No.15
平成9年3月「ことわざの「比喰」から見たインドネシア人の自然観」 『ア
ジア人のみた自然観』アジア研究所研究プロジェクト報告No.17
平成10年3月「インドネシアの暮らしと文化」 『アジア人の価値観』アジ
ア研究所叢書No.13
平成11年3月「インドネシアの民話の中の動物・植物」 『動物をとおして
みたアジア諸民族の自然観』アジア研究所研究プロジェクト報告No.27
平成11年3月　「日本語とインドネシア語の謝罪の比較」 『アジアの言語・
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教育・宗教(3)』アジア研究所研究プロジェクト報告No.28
平成12年2月　「日本語とインドネシア語における依頼表現の比較」亜細亜
大学国際関係研究所『国際関係紀要』第9巻1, 2合併号
平成13年3月　「バリ人の色彩感覚」 『アジア諸民族の色彩感覚』アジア研
究所・アジア研究シリーズNo.36
平成13年8月"Cerminan Penyingkapan Diri dalam Bahasa Jepang dan Bahasa
Indonesia: Perbandingan di Kalangan Mahasiswa　日本インドネシア学会『イ
ンドネシア　言語と文化』第7号
平成15年3月「インドネシア　生活の中のイスラムと9…11事件」 『アジ
アのイスラム原理主義と9. 11事件の衝撃』アジア研究所叢書No. 17
平成17年3月　「インドネシアにおける家族の現状と変容-スンダ地域デ
ポヅクの事例-」 『現代社会における家族の変容』アジア研究所・アジア
研究シリ-ズNo.58
(入門書)
昭和59年7月　『インドネシア語会話手帳』語研
平成8年4月　『初めて学ぶインドネシア語』語研
平成10年12月『日はロほどにものを言うか?』 (イ-/ドネシア語執筆)
三修社
平成15年9月　『捕らぬ狸は皮算用?』 (インドネシア語執筆)自帝杜
(辞典)
「母語別学習辞典・インドネシア語」 (国立国語研究所) 570項目の翻訳・校閲
(翻訳)
昭和61年-平成4年JPC技術訓練指導「日本の環境…人口・開発」他日
編　日本生産性本部
平成1年～3月『E]本譜の基礎(1),(2)』 (インドネシア語版翻訳・校閲)
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海外技術者研修協会
平成3年5月　イスマイル…マラヒミソ著『そして戦争は終わった』 (東南
アジアブックス106-インドネシアの文学13)勤葦書房
